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表紙*電子提供措置用*

証券コード：8584

第94期 定時株主総会

開催日時

2025年6月26日（木曜日）
午前10時（受付開始：午前9時）

開催場所
北海道函館市大手町5番10号
函館国際ホテル2階「鳳凰」
(末尾の｢定時株主総会会場ご案内図｣をご参照ください。)

議　　案
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役11名選任の件
第３号議案 監査役 １名選任の件
第４号議案　補欠監査役１名選任の件

招 集 ご 通 知

　 本招集通知は、パソコン・
スマートフォンでも主要な 
コンテンツをご覧いただ
けます。
https://p.sokai.jp/8584/
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招集ご通知

株 主 各 位 証券コード 8584
2025年6月４日

北海道函館市若松町２番５号
(本部　東京都渋谷区恵比寿４丁目１番18号)

取 締 役 社 長 村 上　　 亮

■当社ウェブサイト　https://www.jaccs.co.jp/corporate/ir/stock/meeting/

■東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

敬　具

第94期定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第94期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電
子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下のウェブ
サイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申し上げます。

　また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトにも掲
載しておりますので、以下よりご確認ください。

（上記の東京証券取引所ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「ジャックス」又は
「コード」に当社証券コード「8584」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類／PR情報」を順に選択
して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知／株主総会資料」欄よりご確認ください。）

　なお、当日ご出席されない場合は、インターネット又は書面（議決権行使書用紙）により議決権を行使
することができますので、お手数ながら後記の「議決権行使等についてのご案内」をご参照いただき、
2025年６月25日（水曜日）午後６時までに議決権をご行使賜りますようお願い申し上げます。

－ 1 －
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招集ご通知

■1  日　　時 2025年６月26日（木曜日）午前10時（受付開始：午前９時）

■2  場　　所 北海道函館市大手町５番10号
函館国際ホテル２階「鳳凰」

■3  目的事項 報告事項 1. 第94期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）
事業報告の内容、連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査
役会の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第94期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）
計算書類の内容報告の件

決議事項 第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　取締役11名選任の件
第３号議案　監査役 １名選任の件
第４号議案　補欠監査役１名選任の件

 

記

以　上

・書面交付請求された株主様へご送付している書面には、法令及び当社定款第16条の規定に基づき、下記の事項を記載しておりま
せん。したがいまして、当該書面は監査報告を作成するに際し、監査役及び会計監査人が監査をした書類の一部であります。

　①事業報告の「会社の新株予約権等に関する事項」「会計監査人の状況」「業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運
用状況」

　②連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
　③計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」

・電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきます。
・お体の不自由な株主様や通訳の必要な株主様は、ご同伴者様との同席が可能です。同席をご希望の場合は当日受付にてお申し出

ください。
・本株主総会の決議結果は、書面による決議通知のご送付に代えて、本株主総会終了後、インターネット上の当社ウェブサイトに

掲載させていただきます。

－ 2 －
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議決権行使等についてのご案内

書面（郵送）

インターネット

株主総会に出席される場合

株主総会に出席されない場合

2025年６月26日（木曜日）
午前10時（受付開始：午前９時）開 催 日 時

2025年６月25日（水曜日）
午後６時到着分まで行 使 期 限

2025年６月25日（水曜日）
午後６時まで行 使 期 限

同封の議決権行使書用紙をご持参いただき、会場受付にご提出
ください。

当社指定の議決権行使ウェブサイトにて議案に対する賛否をご
入力ください。
インターネットによる議決権行使についての注意事項
・�インターネットと書面（郵送）により重複して議決権を行使された場合は、到着日時
を問わず、インターネットによる議決権行使を有効とさせていただきます。

・�インターネットにより複数回、議決権を行使された場合は、最後の議決権行使を有効
とさせていただきます。

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、
当社株主名簿管理人に到着するようご返送ください。
議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたも
のとして取り扱わせていただきます。

インターネットによる議決権行使の方法は次頁をご参照ください。

－ 3 －
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議決権行使等についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法

ログインID・仮パスワードを入力する方法

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 午前9時〜午後9時）

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

議決権行使ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/
議決権行使ウェブサイト
にアクセスしてください。1 以降は、画面の案内に

従って賛否をご入力くだ
さい。

3

議決権行使書副票に記載のログインID、仮パスワードを入力することなく、議決権行使ウェブサイトにログインすること
ができます。

以降は、画面の案内に
従って賛否をご入力く
ださい。

2議決権行使書副票（右側）に記載のQRコードを
読み取ってください。1

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・
仮パスワード」を入力しクリック

2

「ログインID・
仮パスワード」を
入力

「ログイン」を
クリック

※‌�「QRコード」は株式会社
デンソーウェーブの登録
商標です。

機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。

－ 4 －
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インターネットによるライブ配信・事前質問に関するご案内

　ご自宅等からご覧いただけるよう、第94期定時株主総会の映像と音声を株主の皆様に限定し、インタ
ーネットを通じてライブ配信いたします。
　なお、ライブ配信では、議決権を行使することができませんので、ご視聴される株主様は2025年6月
25日（水曜日）午後6時までにインターネット又は書面により議決権をご行使のうえ、ご視聴くださ
い。

配信日時 2025年6月26日（木曜日） 午前10時から
（配信ページは、午前9時30分頃に開設予定です。）

　
ご視聴方法

1 パソコン、タブレット端末、スマートフォンにて以下URL又は右記QRコードよ
り、専用サイトにアクセスしてください。
URL https://8584.ksoukai.jp

2 専用サイトにて、以下のID及びパスワードをご入力ください。
ID 株主番号（8桁の数字）

パスワード 株主名簿に登録された郵便番号（ハイフンを除いた7桁の数字）
3 以降、画面の案内に従って操作することでご視聴いただけます。

ライブ配信に
関するご留意事項

　●ライブ配信では、議決権の行使や質問を行うことができませんので、予めご了承ください。
　●システム障害や通信環境等により、ご視聴いただけない場合がございますので、予めご了承ください。
　●ご視聴いただく場合の通信料金等は株主様のご負担となります。
　●撮影、録画、録音、保存、SNS等での公開はご遠慮ください。
　● ID及びパスワードの第三者への提供は固くお断りいたします。
　●ライブ配信にあたり、ご出席者様が映らないように配慮いたしますが、やむを得ず映りこむ場合がご
ざいますので、予めご了承ください。

ライブ配信後の
オンデマンド配信

　●ライブ配信終了後、オンデマンド配信を行います。
https://www.jaccs.co.jp/corporate/ir/stock/meeting/

事前質問の
受付

本総会に先立ち、株主の皆様から、インターネットより事前にご質問を受け付けます。
上記専用サイトにログイン後、画面の案内に従って操作することでご質問をご入力いただけます。
受付期間：2025年6月４日(水曜日)～2025年6月24日(火曜日)

【事前質問に関するご留意事項】
　●いただいた質問は、本総会当日に回答する予定です。なお、すべてのご質問に対して回答するもので
はございませんので、予めご了承ください。

ライブ配信に関するお問い合わせ先
　ご不明な点がございましたら、以下の窓口へお問い合わせください。

03-6833-6206 （受付時間：6月26日（株主総会当日）
午前9時から株主総会終了まで ）

 ライブ配信の視聴について
株式会社ブイキューブ

　
－ 5 －
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剰余金処分議案

第1号議案 剰余金の処分の件

● 配当財産の種類 金銭

● 株主に対する配当財産の割当てに
関する事項及びその総額
　

当社普通株式1株につき金 100円
配当総額 3,476,146,000円
　

 剰余金の配当が効力を生じる日 2025年6月27日

　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題のひとつとして位置付け、安定的な配当の継続
及び業績等を総合的に勘案のうえ、配当を行うことを基本方針としております。
　当期の期末配当金につきましては、当期の業績、財務状況及び今後の事業展開等総合的に勘案いたしま
して、１株当たり100円といたしたいと存じます。

期末配当に関する事項

－ 6 －
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取締役選任議案

第2号議案 取締役11名選任の件

候補者
番号 氏　　　名 当社における地位・担当 取締役会

出席回数
取締役

在任期間
再  任

1

や ま

山
ざ き

﨑
 

　
 

　
とおる

徹
（男性）

取締役会長 (代表取締役)
CEO 8/8回 ９年

再  任
2

む ら

村
か み

上
 

　
 

　
りょう

亮
（男性）

取締役社長 (代表取締役)
COO 8/8回 ５年

再  任
3

す え

末
ひ ろ

弘
 

　
あ き

昭
ひ と

仁
（男性）

取締役常務執行役員
 (経営企画担当 兼 国際事業部門管掌) 8/8回 ２年

再  任
4

こ

小
ばやし

林
 

　
い ち

一
ろ う

郎
（男性）

取締役常務執行役員
 (リスク統括部門管掌 兼 コンプライアンス部門管掌) 8/8回 ３年

再  任
5

せ

瀬
が わ

川
 

　
か ず

和
ひ こ

彦
（男性）

取締役常務執行役員
 (審査事務担当 兼 総務・人事部門管掌) 7/7回 １年

新  任
6

な か

中
ざ わ

澤
 

　
た つ

辰
お

生
（男性）

上席執行役員 (経理・財務担当)   ー回 ー年

新  任
７

い わ

岩
せ

瀬
 

　
 

　
ご う

豪
（男性）

国際事業部 部長   ー回 ー年

再  任
８

す ず

鈴
き

木
 

　
ま さ

政
ひ と

士
（男性）

社  外
独  立

　
社外取締役 8/8回 ７年

再  任
９

お か

岡
だ

田
 

　
きょう

恭
こ

子
（女性）

社  外
独  立

　
社外取締役 8/8回 ４年

再  任
10

さ ん

三
ぺ い

瓶
 

　
ひ ろ

博
じ

二
（男性）

社  外
独  立

　
社外取締役 8/8回 ３年

再  任
11

し た

下
も り

森
 

　
ゆ う

右
こ

子
（女性）

社  外
独  立

　　
社外取締役 8/8回 ２年

　取締役全員11名は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、取締役11名の選任
をお願いしたいと存じます。取締役候補者は次のとおりであります。

－ 7 －
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取締役選任議案

候補者番号

１
や ま

山
 

 
ざ き

﨑
 

 
 

　
 

 
とおる

徹　1959年６月17日（66歳）男性
取締役会出席回数

８回／８回
（100%）

取締役在任期間
９年

　
    1982年    4月 当社入社
    2009年    10月 同 執行役員 営業戦略本部 営業推進第１部長
    2011年    10月 同 執行役員 営業戦略本部 クレジット推進部長
    2012年    6月 同 執行役員 中部エリア統括部長
    2013年    6月 同 上席執行役員 近畿エリア統括部長
    2015年    6月 同 上席執行役員 首都圏エリア統括部長
    2016年    6月 同 取締役上席執行役員  (経営企画担当)
    2017年    6月 同 取締役常務執行役員  (経営企画担当)
    2018年    6月 同 取締役社長  (代表取締役) (COO）

2022年    6月 同 取締役会長  (代表取締役) (CEO) (現任)

■略歴、当社における地位、担当

■取締役候補者とした理由
山﨑氏は、2018年に取締役社長就任以来、著しく変化する外部環境の中でも、これまでの豊富な
経験と幅広い見識を踏まえ、経営計画の遂行に強いリーダーシップを発揮し、業績向上に尽力して
おります。当社グループ全体の経営執行の監督に充分な役割を果たしているため、引き続き当社グ
ループの経営に必要な人材と判断し、取締役候補者といたしました。

再  任
〔所有する当社株式の数〕

21,249株

候補者番号

2
む ら

村
 

 
か み

上
 

 
 

 
 

　
 

 
りょう

亮　1962年９月４日（62歳）男性
取締役会出席回数

８回／８回
（100%）

取締役在任期間
５年

　
    1985年    4月 当社入社
    2012年    6月 同 執行役員 営業戦略本部 クレジット推進部長
    2016年    6月 同 上席執行役員 中部エリア統括部長
    2018年    6月 同 上席執行役員 営業戦略本部 クレジット事業担当
    2019年    6月 同 上席執行役員 営業戦略副本部長 兼 クレジット事業担当
    2020年    6月 同 取締役常務執行役員  (経営企画担当)

2022年    6月 同 取締役社長  (代表取締役) (COO) (現任)

■略歴、当社における地位、担当

■取締役候補者とした理由
村上氏は、長年にわたりクレジット事業を中心とする営業部門に従事し、当社の収益基盤の拡大に
寄与してまいりました。取締役社長就任後は、国内外の各拠点やセンターなどに足を運び統率力を
発揮しており、さらに事業構造改革を進め経営基盤の強化に尽力しております。引き続き当社グル
ープの経営に必要な人材と判断し、取締役候補者といたしました。

再  任
〔所有する当社株式の数〕

16,975株

－ 8 －
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取締役選任議案

候補者番号

３
す え

末
 

 
ひ ろ

弘
 

 
あ き

昭
 

 
ひ と

仁　1966年６月４日（59歳）男性
取締役会出席回数

８回／８回
（100%）

取締役在任期間
２年

　
1990年    4月 当社入社
2019年  4月 同 執行役員 営業戦略本部 アクワイアリング事業部長
2020年10月 同 営業戦略本部 カード・ペイメント業務部長
2021年    6月 同 執行役員 東北エリア統括部長
2022年  6月 同 上席執行役員 東北エリア統括部長
2023年    6月 同 取締役上席執行役員  (経営企画担当)
2024年    6月 同 取締役常務執行役員  (経営企画担当 兼 国際事業部門管掌) (現任)

■略歴、当社における地位、担当

■取締役候補者とした理由
末弘氏は、長年にわたりペイメント事業を中心とした営業部門に携わり、国内事業の拡大に寄与し
てまいりました。現在は、経営企画担当及び国際事業部門管掌を務め、あらゆる経営課題と向き合
い、業務執行に関する監督を適切に果たしております。引き続き当社グループの経営に必要な人材
と判断し、取締役候補者といたしました。

再  任
〔所有する当社株式の数〕

3,200株

候補者番号

４
こ

小
 

 
ばやし

林
 

 
い ち

一
 

 
ろ う

郎　1967年７月８日（57歳）男性
取締役会出席回数

８回／８回
（100%）

取締役在任期間
３年

　
1991年    4月 株式会社三和銀行（現 株式会社三菱UFJ銀行）入行
2016年  7月 同 玉川支店 支店長
2019年  4月 当社 経営企画部 部長
2019年    6月 同 執行役員 経営企画部長
2022年    6月 同 取締役上席執行役員 (経営企画担当)
2023年    6月 同 取締役上席執行役員 (リスク統括担当 兼 コンプライアンス部門管掌)
2024年    6月 同 取締役常務執行役員 (リスク統括部門管掌 兼 コンプライアンス部門管掌) (現任)

■略歴、当社における地位、担当

■取締役候補者とした理由
小林氏は、大手金融機関での豊富な経験と知見を有しております。2019年に当社入社後は、経営
企画部門に従事し、現在はリスク統括部門及びコンプライアンス部門の管掌を務め、業務執行に関
する監督を適切に果たしております。引き続き当社グループの経営に必要な人材と判断し、取締役
候補者といたしました。

再  任
〔所有する当社株式の数〕

2,300株

－ 9 －
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取締役選任議案

候補者番号

５
せ

瀬
 

 
が わ

川
 

 
か ず

和
 

 
ひ こ

彦　1966年1月29日（59歳）男性
取締役会出席回数

７回／７回
（100%）

取締役在任期間
１年

　
1988年    4月 当社入社
2015年  4月 同 人事部長
2016年  6月 同 執行役員 経営企画部長
2019年    6月 同 執行役員 コンプライアンス統括部長
2021年  6月 同 上席執行役員 総務・人事担当
2021年  7月 JACCS International Vietnam Finance Co.,Ltd. 監査役会長 (現任)
2024年  6月 当社 取締役常務執行役員  (審査事務担当 兼 総務・人事部門管掌) (現任)
■重要な兼職の状況
JACCS International Vietnam Finance Co.,Ltd. 監査役会長

■略歴、当社における地位、担当

■取締役候補者とした理由
瀬川氏は、人事部門を中心としたコーポレート部門に長年携わり、豊富な経験と知見を有しており
ます。現在は、審査事務担当及び総務・人事部門管掌を務め、業務執行に関する監督を適切に果た
しております。引き続き当社グループの経営に必要な人材と判断し、取締役候補者といたしまし
た。

再  任
〔所有する当社株式の数〕

4,800株

候補者番号

６
な か

中
 

 
ざ わ

澤
 

 
た つ

辰
 

 
お

生　1964年2月25日（61歳）男性
取締役会出席回数

―回／―回
（―%）

取締役在任期間
―年

　
    1986年    4月 株式会社三菱銀行（現 株式会社三菱UFJ銀行）入行
    2013年  6月 同 執行役員 総務部長
    2014年    5月 同 執行役員 人事部長
    2015年    6月 同 常勤監査役
    2016年    6月 三菱レイヨン株式会社 (現 三菱ケミカル株式会社) 常勤監査役
    2022年    7月 株式会社三菱ケミカルホールディングス (現 三菱ケミカルグループ株式会社)

                       監査委員会事務局長
    2023年    1月 株式会社丸の内よろず 常勤顧問
    2023年    4月 当社 経理部長
    2023年    6月 同 上席執行役員 経理部長
    2024年    6月 同 上席執行役員 経理・財務担当 (現任)

■略歴、当社における地位、担当

■取締役候補者とした理由
中澤氏は、大手金融機関や大手化学メーカーで執行役員や監査役などの要職を歴任し、豊富な経験
と知見を有しております。2023年に当社入社後は、経理・財務部門の責任者として、資金調達の
安定化など職責を適切に果たしております。これまでの豊富な経験と知見は、当社グループの持続
的な成長と企業価値向上に寄与できるものと判断し、新たに取締役候補者といたしました。

新  任
〔所有する当社株式の数〕

1,000株

－ 10 －
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取締役選任議案

候補者番号

７
い わ

岩
 

 
せ

瀬
 

 
 

　
 

 
ご う

豪　1971年７月22日（53歳）男性
取締役会出席回数

―回／―回
（―%）

取締役在任期間
―年

　
    1994年    4月 株式会社三菱銀行（現 株式会社三菱UFJ銀行）入行
    2020年    6月 同 執行役員 企業審査部長
    2021年    4月 同 執行役員 デジタルサービス企画部長

2021年    4月 株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループ 執行役員 デジタルサービス企画部長
2023年    4月 株式会社三菱UFJ銀行 執行役員 融資企画部長
2023年    4月 株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループ 執行役員 融資企画部長

    2025年    6月 当社 国際事業部 部長 (現任)
　

■略歴、当社における地位、担当

■取締役候補者とした理由
岩瀬氏は、大手金融機関の様々な部門において経験を重ね、多くの専門知識を有しております。こ
れまでの豊富な経験と専門知識は、当社グループの事業拡大及び経営全般に対する適切な役割が期
待でき、当社グループの持続的な成長と企業価値向上に寄与できるものと判断し、新たに取締役候
補者といたしました。

新  任
〔所有する当社株式の数〕

―株

候補者番号

8
す ず

鈴
 

 
き

木
 

 
ま さ

政
 

 
ひ と

士　1957年９月９日（67歳）男性
取締役会出席回数

８回／８回
（100%）

社外取締役
在任期間

７年　
    1980年    4月 キリンビール株式会社 入社
    2007年    3月 キリンビバレッジ株式会社(出向) 経理部長
    2008年    3月 同 執行役員経営企画部長
    2009年    3月 同 取締役経営企画部長
    2012年    3月 キリンホールディングス株式会社 取締役CFO
    2013年    3月 同 取締役CFO 兼 キリン株式会社 取締役
    2014年    3月 同 常勤監査役 兼 キリン株式会社 監査役
    2018年    6月 株式会社ワールド 社外取締役
    2018年    6月 株式会社エイジス 社外取締役 (現任)
    2018年    6月 当社 社外取締役 (現任)

2019年  4月 首都大学東京（現 東京都立大学）大学院客員教授　

■略歴、当社における地位、担当

■重要な兼職の状況
株式会社エイジス 社外取締役
■社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
鈴木氏は、大手酒類メーカーにおいて、企画、経理部門及び監査業務に従事するなど、豊富な経験
と経営全般に関する高い見識を有しております。当社グループにおける重要事項の決定や海外戦略
等において有益な助言をいただいており、経営執行の監督に十分な役割を果たしております。引き
続き適切な役割を期待し、社外取締役候補者といたしました。

再  任
社  外 独  立

〔所有する当社株式の数〕
―株

－ 11 －
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取締役選任議案

候補者番号

9
お か

岡
 

 
だ

田
 

 
きょう

恭
 

 
こ

子　1959年７月26日（65歳）女性
取締役会出席回数

８回／８回
（100%）

社外取締役
在任期間

４年　
    1982年    4月 株式会社資生堂　入社
    2011年    10月 同 企業文化部長
    2012年    10月 同 企業文化部長 兼 150年史編纂プロジェクトグループリーダー
    2015年    4月 同 総務部秘書室部長
    2015年    6月 同 常勤監査役
    2019年    6月 株式会社SUBARU 社外監査役
    2019年    6月 日鉄ソリューションズ株式会社 社外監査役
    2020年    6月 大王製紙株式会社 社外監査役（現任）

2021年    6月 当社 社外取締役（現任）
2022年    6月 日本電気株式会社 社外監査役
2023年    6月 同 社外取締役（2025年6月退任予定）

■略歴、当社における地位、担当

■重要な兼職の状況
大王製紙株式会社 社外監査役
■社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
岡田氏は、大手化粧品メーカーにおいて、CSRや企業文化に係わる業務に携わり豊富な経験と知見
を有しております。当社グループの重要事項の決定に関して、その豊富な経験や知見を活かし、多
様な視点で助言をいただいており、経営執行の監督に十分な役割を果たしております。引き続き適
切な役割を期待し、社外取締役候補者といたしました。

再  任
社  外 独  立

〔所有する当社株式の数〕
―株

－ 12 －
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取締役選任議案

候補者番号

10
さ ん

三
 

 
ぺ い

瓶
 

 
ひ ろ

博
 

 
じ

二　1955年３月15日（70歳）男性
取締役会出席回数

8回／8回
（100%）

社外取締役
在任期間

３年　
1977年    4月 日本火災海上保険株式会社（現 損害保険ジャパン株式会社）入社
2008年  6月 日本興亜損害保険株式会社（現 損害保険ジャパン株式会社）執行役員 営業企画部長
2010年  4月 同 常務執行役員 営業推進部長
2011年    4月 同 専務執行役員 本店営業担当
2011年  4月 株式会社損害保険ジャパン（現 損害保険ジャパン株式会社）専務執行役員
2014年  4月 損保ジャパン日本興亜キャリアスタッフ株式会社 (現 SOMPOコーポレートサービス株式会社)
                     代表取締役社長

    2019年10月 フェリーチェ法律事務所 顧問（現任）
2022年 ６月 当社 社外取締役（現任）
　

■略歴、当社における地位、担当

■重要な兼職の状況
該当なし
■社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
三瓶氏は、長年にわたる損害保険業界での豊富な経験と経営全般に関する高い見識を有しており、
現在は法律事務所顧問として新たな領域での経験と知見を深めております。これらの経験と見識を
活かし、多様な視点で助言をいただいており、経営執行の監督に十分な役割を果たしております。
引き続き適切な役割を期待し、社外取締役候補者といたしました。

再  任
社  外 独  立

〔所有する当社株式の数〕
―株

候補者番号

11
し た

下
 

 
も り

森
 

 
ゆ う

右
 

 
こ

子　1973年４月21日（52歳）女性
取締役会出席回数

8回／8回
（100%）

社外取締役
在任期間

2年　
1999年    4月 ライオン株式会社　入社
2008年  7月 株式会社フィンチジャパン 取締役
2017年  9月 株式会社イオトイジャパン 代表取締役社長
2022年  7月 株式会社ブランドクラウド 営業顧問
2023年  6月 当社 社外取締役（現任）
2024年  4月 株式会社エル・ティー・エス 執行役員（現任）
2024年10月 株式会社アクシージア 社外取締役（現任）
2024年12月 株式会社MODELY 代表取締役（現任）

■略歴、当社における地位、担当

■重要な兼職の状況
株式会社エル・ティー・エス 執行役員及び株式会社アクシージア 社外取締役
■社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
下森氏は、大手メーカーに勤務後、商品開発に関する企業コンサルティングに携わり、IT部門での
豊富な知識と、企業経営者としての見識を有しております。これらの経験と幅広い見識を活かし、
多様な視点で助言をいただいており、経営執行の監督に十分な役割を果たしております。引き続き
適切な役割を期待し、社外取締役候補者といたしました。

再  任
社  外 独  立

〔所有する当社株式の数〕
―株

－ 13 －
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取締役選任議案

(注) １. 各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２. 各取締役候補者の年齢は、本定時株主総会時の満年齢となります。
３. 鈴木政士氏、岡田恭子氏、三瓶博二氏及び下森右子氏は、社外取締役候補者であります。
４. 当社は、鈴木政士氏、岡田恭子氏、三瓶博二氏及び下森右子氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出て

おります。各氏の再任が承認された場合は、引き続き独立役員とする予定であります。
５. 鈴木政士氏、岡田恭子氏、三瓶博二氏及び下森右子氏は、現在当社の社外取締役でありますが、それぞれの社外取締役の

在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって鈴木政士氏が７年、岡田恭子氏が４年、三瓶博二氏が３年、下森右子氏が
２年となります。

６. 当社は、鈴木政士氏、岡田恭子氏、三瓶博二氏及び下森右子氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423
条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定す
る額となります。各氏の再任が承認された場合、当社は各氏との間で同内容の責任限定契約を継続する予定であります。

７. 当社は、現任の各取締役との間で会社法第430条の２第１項に規定する補償契約を締結しており、同項第１号の費用及び同
項第２号の損失を法令の定める範囲内において当社が補償することとしております。ただし、当該補償契約によって会社
役員の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、悪意又は重過失がある場合には補償の対象としないこととし
ております。現任の取締役である候補者の再任が承認された場合は、引き続き同内容の補償契約を継続する予定であり、
新任の候補者である中澤辰生氏及び岩瀬豪氏の選任が承認された場合、当社は各氏との間で同内容の補償契約を締結する
予定であります。

８. 当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、被保険者がその
業務遂行に伴う行為に起因して損害賠償請求された場合、損害賠償金等を当該保険契約によって補填することとしており
ます。ただし、保険契約に定められた免責事由に該当するものを除きます。現任の取締役である候補者の再任が承認され
た場合は、引き続き当該保険契約の被保険者に含められることとなり、新任の候補者である中澤辰生氏及び岩瀬豪氏の選
任が承認された場合、各氏においても被保険者に含まれる予定であります。なお、当該保険契約は2025年7月に更新を予
定しております。

 ９. 瀬川和彦氏の取締役会出席回数は、2024年６月27日取締役就任以降の状況を記載しております。
10. 岡田恭子氏が社外監査役を務める大王製紙株式会社は、2025年6月26日付で監査役会設置会社から監査等委員会設置会社

へ移行する予定です。それに伴いまして、社外監査役から社外取締役（監査等委員）へ就任予定であります。
11. 岡田恭子氏は、2025年6月20日付で日本電気株式会社の社外取締役を退任予定であります。
12. 下森右子氏は、2025年6月下旬開催予定の定時株主総会で株式会社ストライダーズの社外取締役（監査等委員）へ就任予

定であります。
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【ご参考】

氏　　名 地位 企業経営 営業・
マーケティンググローバル財務・会計

人事・
人材開発・
DE＆I推進

IT・システム 法務・リスク
マネジメント

山﨑　　徹 取締役会長 ● ● ● ●

村上　　亮 取締役社長
（代表取締役） ● ● ● ●

末弘　昭仁
取締役
専務執行役員
（代表取締役）

● ●

小林　一郎 取締役
常務執行役員 ● ● ●

瀬川　和彦 取締役
常務執行役員 ● ●

中澤　辰生 取締役
常務執行役員 ● ●

岩瀬　　豪 取締役
常務執行役員 ● ●

鈴木　政士 社外取締役 ● ● ● ●

岡田　恭子 社外取締役 ● ● ●

三瓶　博二 社外取締役 ● ● ●

下森　右子 社外取締役 ● ●

【ご参考】取締役スキルマトリクス
　　第２号議案が原案どおり承認可決された場合、取締役の地位は本定時株主総会終了後の取締役会に
　て、次のとおりとなる予定であります。

(注)1. 上記一覧表は各氏に特に期待されるスキルを記載しております。
     2. 全取締役は「サステナビリティ基本方針」に則った企業経営を実践しており、上記一覧表の項目にはサステ
         ナビリティをスキルとして記載しておりません。
     3. 「DE＆I」はダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョンを略して記載しております。

－ 15 －
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監査役選任議案

第3号議案 監査役１名選任の件

わ た

渡
 

 
な べ

辺
 

 
の ぶ

宣
 

 
よ し

佳　1968年３月31日（57歳）男性
監査役会出席回数

―回／―回
（―%）

取締役会出席回数
―回／―回
（―%）

社外監査役
在任期間

―年
　

新  任
〔所有する当社株式の数〕

1,000株

    1991年    4月 当社入社
    2018年    4月 営業戦略本部 Webソリューション部長
    2020年    10月 DX推進部長
    2023年    6月 総務部長（現任）

■略歴、当社における地位

■監査役候補者とした理由
渡辺氏は、長年にわたるクレジット事業での豊富な経験とデジタル分野での知見を有しておりま
す。現在は、総務部の責任者として業務効率の向上や職場環境の改善などに取り組み、その役割を
適切に果たしております。これまでに培われた知見を当社グループの監査・監督に活かせるものと
判断し、新たに監査役候補者といたしました。

　監査役奥本泰之氏は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、監査役１名の選任をお願いす
るものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は次のとおりであります。

(注) 1. 監査役候補者渡辺宣佳氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2. 当社は、現在の各監査役との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契

約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額となります。渡辺宣佳氏の選任が
承認された場合は、当社と同氏との間で同内容の責任限定契約を締結する予定であります。

3. 当社は、現在の各監査役との間で会社法第430条の２第１項の規定する補償契約を締結しており、同項第１号の費用及び同
項第２号の損失を法令の定める範囲内において当社が補償することとしております。ただし、当該補償契約によって会社
役員の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、悪意又は重過失がある場合には補償の対象としないこととし
ております。渡辺宣佳氏の選任が承認された場合、当社は同氏との間で同内容の補償契約を締結する予定であります。

4. 当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、被保険者がその
業務遂行に伴う行為に起因して損害賠償請求された場合、損害賠償金等を当該保険契約によって補填することとしており
ます。ただし、保険契約に定められた免責事由に該当するものを除きます。渡辺宣佳氏の選任が承認された場合は、同氏
においても被保険者に含まれる予定であります。なお、当該保険契約は2025年７月に更新を予定しております。
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補欠監査役選任議案

第4号議案 補欠監査役１名選任の件

社  外

よ こ

横 
た

田 
た く

卓 
や

也

1982年８月12日生（42歳）
（男性）

〔所有する当社株式の数〕
―株

    2006年    10月 弁護士登録
    2006年    10月 小野総合法律事務所入所（現 弁護士法人小野総合法律事務所）(現任)
    2013年    3月 日本弁護士連合会 代議員
    2013年    4月 東京弁護士会 常議員

■重要な兼職の状況
弁護士法人小野総合法律事務所

■略歴、地位

■補欠社外監査役候補者とした理由
横田氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、弁護士としての企業法務等に関する豊
富な専門的知識を有しております。これらの見識が当社監査役監査の実効性を高めていただけるも
のと判断し、引き続き補欠社外監査役候補者といたしました。

　本総会開始の時をもって、2021年６月25日開催の第90期定時株主総会において選任いただいた補欠
監査役横田卓也氏の選任の効力が失効いたします。
　つきましては、法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、社外監査役である小町谷悠介
氏及び小野英樹氏の補欠として、あらためて補欠監査役を選任いただきたいと存じます。本議案の予選の
効力は、４年後の定時株主総会開始の時までといたします。
　なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ており、本議案の選任の効力は、就任前に限り、監
査役会の同意を得て、取締役会の決議によりその選任を取り消すことができるものとさせていただきま
す。
　補欠社外監査役候補者は次のとおりであります。

(注) 1. 横田卓也氏は、補欠社外監査役候補者であります。
2. 横田卓也氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
3. 横田卓也氏が監査役に就任した場合は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出を行う予定であります。
4. 当社は、現在の各監査役との間で会社法第427条第1項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契

約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額となります。横田卓也氏が監査役
に就任した場合、当社は同氏との間で同内容の責任限定契約を締結する予定であります。

5. 当社は、現在の各監査役との間で会社法第430条の2第１項に規定する補償契約を締結しており、同項第１号の費用及び同
項第２号の損失を法令の定める範囲内において当社が補填することとしております。ただし、当該補償契約によって会社
役員の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、悪意又は重過失がある場合には補償の対象としないこととし
ております。横田卓也氏が社外監査役に就任した場合、当社は同氏との間で補償契約を締結する予定であります。

6. 当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、被保険者がそ
の業務遂行に伴う行為に起因して損害賠償請求された場合は、損害賠償金等を当該保険契約によって補填することとして
おります。ただし、保険契約に定めた免責事由に該当するものを除きます。横田卓也氏が社外監査役に就任した場合は、
同氏においても被保険者に含められる予定であります。なお、当該保険契約は2025年7月に更新を予定しております。

以　上

－ 17 －
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事業の経過及びその成果

1
　
企業集団の現況に関する事項

(1) 事業の経過及びその成果
　当連結会計年度におけるわが国経済は、物価上昇の影響などから個人消費に力強さを欠く一方
で、雇用・所得環境の改善により緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、長期化する
国際情勢や金融資本市場の変動など、依然として先行き不透明な状況が続いています。
　このような中、当社グループは中期３カ年経営計画「MOVE 70」の最終年度を迎え、４つの
「３年後のあるべき姿」の実現に向けて、経営体質の強化に取り組んできました。
　・強みを活かした国内事業の収益基盤拡充
　・将来の成長をけん引する海外事業の収益基盤確立
　・国内・海外の成長を加速する経営基盤の強化
　・ESG経営の推進

　しかしながら、金利上昇による金融環境の変化やDXの進展など、当社グループを取り巻く環
境は急激に変化しました。これらの環境変化に対応するため、当社は2025年３月に株式会社三
菱UFJ銀行（以下「三菱UFJ銀行」という。）との間で新たに資本業務提携契約を締結し、三菱
UFJ銀行を割当予定先とする第三者割当増資を行うことを決定しました。

　当連結会計年度の経営成績は、国内事業では外部環境の変化を踏まえ、事業構造改革を行い、
各事業戦略に基づいた施策を実施しました。クレジット事業では、収益基盤強化に向けた利上げ
の実施によりシェアが低下し、クレジット申し込みが減速したことで取扱高が減少しました。ペ
イメント事業及びファイナンス事業においては、施策の実施により取扱高が堅調に推移しまし
た。海外事業では、ベトナムにおける二輪シェアの回復や、カンボジア及びフィリピンにおける
営業人員の強化と営業エリアの拡大に取り組みましたが、インドネシアの低迷が響き取扱高が減
少しました。

　この結果、連結取扱高は５兆7,010億77百万円（前期比2.6％減）となりました。
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事業の経過及びその成果

取扱高

5兆7,010億77百万円
(前期比2.6％減)

　

営業収益

1,909億78百万円
(前期比3.4％増)

　

経常利益

257億65百万円
(前期比22.1％減)

　

親会社株主に帰属する当期純利益

186億20百万円
(前期比21.7％減)

　連結営業収益は、債権流動化による金融収益が減少したものの、割賦利益繰延残高の戻し入れ
及び信用保証残高の積み上げにより1,909億78百万円（前期比3.4％増）となりました。
　連結営業費用は、営業債権残高の増加を主因とした貸倒関連費用や、調達金利の上昇に伴い金
融費用などが増加し、1,652億46百万円（前期比9.0％増）となりました。
　以上の結果、連結経常利益は257億65百万円（前期比22.1％減）、親会社株主に帰属する当
期純利益は186億20百万円（前期比21.7％減）となりました。

当連結会計年度の業績

　セグメント別の業績の概況は、次のとおりであります。
　なお、「カード・ペイメント事業」の名称を「ペイメント事業」に変更しております。
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事業の経過及びその成果

クレジット事業
　ショッピングクレジットは、営業体制を強化し、金利変動
型商品の推進を行った住宅リフォームの取扱高が増加しまし
た。しかしながら、収益性の低い一部商品の取り扱い中止や
利上げの実施などにより、取扱高及び営業収益が減少しまし
た。
　オートローンは、車両価格の高騰などにより輸入車の新車
販売台数が厳しい状況で推移する中、各インポーターの販売
戦略と連動した施策を継続しました。また、需要が底堅く推
移する中古車市場においては、地域の中古車販売店への施策
に注力しました。しかしながら、利上げの影響などにより取
扱高が減少しました。営業収益は、割賦利益繰延残高の戻し
入れにより増加しました。

　この結果、当事業の取扱高は１兆3,709億13百万円（前期
比16.6％減）、営業収益は662億98百万円（前期比4.7％
増）となりました。

第93期
（2024年3月期）

1,644,358

第94期
（2025年3月期）

1,370,913

（単位：百万円）

取扱高 1兆3,709億13百万円

第93期
（2024年3月期）

63,348

第94期
（2025年3月期）

66,298
（単位：百万円）

営業収益 662億98百万円

■国内事業
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事業の経過及びその成果

ペイメント事業
　カードショッピングは、大型提携先や新規提携先での利用
やインバウンドの拡大に伴うコード決済が堅調に推移し、取
扱高が増加しました。営業収益は、取扱高の増加に加え、リ
ボショッピングの手数料率引き上げなどにより増加しまし
た。
　カードキャッシングは、会員数の拡大によりローンカード
の取扱高が増加しましたが、プロパーカードの利用会員数低
迷により取扱高及び営業収益が減少しました。
　家賃保証は、新規提携先の拡大や主要提携先を中心とした
安定的な取引により、取扱高及び営業収益が増加しました。
　集金代行は、既存提携先の新規申込の増加に加え、インサ
イドセールスの強化による新規提携先の拡大や、一部既存商
品を集金代行へ切り替えたことにより、取扱高及び営業収益
が増加しました。

　この結果、当事業の取扱高は２兆9,806億67百万円（前期
比3.9％増）、営業収益は445億64百万円（前期比3.2％増）
となりました。

第93期
（2024年3月期）

2,867,575

第94期
（2025年3月期）

2,980,667
（単位：百万円）

取扱高 2兆9,806億67百万円

第93期
（2024年3月期）

43,183

第94期
（2025年3月期）

44,564

（単位：百万円）

営業収益 445億64百万円
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事業の経過及びその成果

ファイナンス事業
　投資用マンション向け住宅ローン保証は、市場が堅調に推
移する中、提携金融機関と連携した施策を継続し、取扱高及
び営業収益が増加しました。
　銀行個人ローン保証は、三菱UFJ銀行を中心とした提携金
融機関でマイカーローンや教育ローンの利用がけん引し、取
扱高及び営業収益が増加しました。

　この結果、当事業の取扱高は8,472億８百万円（前期比
14.2％増）、営業収益は382億７百万円（前期比7.8％増）
となりました。 第93期

（2024年3月期）

742,046

第94期
（2025年3月期）

847,208
（単位：百万円）

取扱高 8,472億8百万円

第93期
（2024年3月期）

35,430

第94期
（2025年3月期）

38,207
（単位：百万円）

営業収益 382億7百万円
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事業の経過及びその成果

その他の事業
　オートリースは、市場が拡大傾向にある中、サポート体制
や推進体制を強化し、保有台数を拡大したことにより、取扱
高及び営業収益が増加しました。
　事業資金融資は、資金需要の低迷により取扱高は減少しま
したが、営業債権残高の積み上げにより営業収益が増加しま
した。

　この結果、当事業の取扱高は4,227億36百万円（前期比
17.2％減）、営業収益は141億77百万円（前期比5.0％増）
となりました。 第93期

（2024年3月期）

510,607

第94期
（2025年3月期）

422,736

（単位：百万円）

取扱高 4,227億36百万円

第93期
（2024年3月期）

13,505

第94期
（2025年3月期）

14,177
（単位：百万円）

営業収益 141億77百万円
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事業の経過及びその成果

クレジット事業
　ベトナムでは、二輪販売の回復を受け施策の展開が奏功
し、取扱高が増加しました。営業収益は、営業債権残高の積
み上げ不足により減少しました。
　インドネシアでは、二輪の取扱高が堅調に推移しました
が、事業構造改革の一環で、未収債権が高止まりにある四輪
の取り扱いを中止したことにより、取扱高及び営業収益が減
少しました。
　カンボジアとフィリピンでは、支店開設による営業エリア
の拡大、営業人員の強化及び加盟店開拓に注力したことによ
り、取扱高及び営業収益が増加しました。

　この結果、当事業の取扱高は728億62百万円（前期比
3.8％減）、営業収益は200億48百万円（前期比6.3％増）と
なりました。

第93期
（2024年3月期）

75,729

第94期
（2025年3月期）

72,862
（単位：百万円）

取扱高 728億62百万円

第93期
（2024年3月期）

18,859

第94期
（2025年3月期）

20,048
（単位：百万円）

営業収益 200億48百万円

■海外事業
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事業の経過及びその成果

ペイメント事業
　ベトナムで展開するクレジットカードは、事業構造改革の
一環で新規受付の中止や未稼働会員の整理に加え、既存会員
の利用を停止しました。

　この結果、当事業の取扱高は９億65百万円（前期比30.9％
減）、営業収益は２億29百万円（前期比7.8％減）となりま
した。

第93期
（2024年3月期）

1,397

第94期
（2025年3月期）

965

（単位：百万円）

取扱高 9億65百万円

第93期
（2024年3月期）

248

第94期
（2025年3月期）

229

（単位：百万円）

営業収益 2億29百万円
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事業の経過及びその成果

その他の事業
　ベトナムやカンボジアで展開する個人向け無担保ローン
は、未収債権の抑制を図るため審査基準の見直しを行ったこ
とにより、ベトナムでは取扱高及び営業収益が減少しまし
た。カンボジアでは取扱高は減少しましたが、営業債権残高
の積み上げにより営業収益が増加しました。
　インドネシアで展開するリースは、事業構造改革の一環で
新規受付を中止しており、取扱高及び営業収益が減少しまし
た。

　この結果、当事業の取扱高は、57億22百万円（前期比
52.8％減）、営業収益は53億19百万円（前期比20.9％減）
となりました。

第93期
（2024年3月期）

12,118

第94期
（2025年3月期）

5,722

（単位：百万円）

取扱高 57億22百万円

第93期
（2024年3月期）

6,728

第94期
（2025年3月期）

5,319

（単位：百万円）

営業収益 53億19百万円
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事業の経過及びその成果

会社名 発行銘柄 発行日 発行総額 償還期日
PT JACCS MITRA 
PINASTHIKA MUSTIKA 
FINANCE INDONESIA

インドネシア
ルピア建社債 2024年4月19日

   14億円
(1,500億インド
ネシアルピア)

2025年4月29日

PT JACCS MITRA 
PINASTHIKA MUSTIKA 
FINANCE INDONESIA

インドネシア
ルピア建社債 2024年4月19日

   33億円
(3,500億インド
ネシアルピア)

2027年4月19日

当社 第41回国内無担保
普通社債 2024年6月6日 200億円 2029年6月6日

(2) 設備投資等の状況
　特に記載すべき事項はありません。

(3) 資金調達の状況（重要なもの）
　当連結会計年度におきまして、当社グループは以下の社債を発行しました。

(注) （　）内書は、外貨建による金額を付記しております。

(4) 重要な組織再編等の状況
　特に記載すべき事項はありません。
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対処すべき課題

(5) 対処すべき課題
　2025年度よりスタートしました中期３カ年経営計画「Do next!」では、当社グループの持続的成
長と企業価値の向上を目指し、長期ビジョンである「アジアのコンシューマーファイナンスカンパニ
ーとしてトップブランドを確立する」の実現に向け、経営基盤の再構築を図ってまいります。
　当社グループにおける対処すべき課題は次のとおりです。

＜当社グループにおける対処すべき課題＞

①国内事業
・成長・重点領域への経営資源の再配分
・事業構造・コスト構造改革による生産性向上とコスト削減の実現
②海外事業
・高収益商品中心のポートフォリオへの転換による、安定した経営基盤の確立
・デジタル技術を活用したオペレーション改革と業務効率化の実現
③グループ全般
・M&Aを活用した積極的な成長領域への投資
・金融環境の変化に適応したアセットコントロール、調達の安定化
・人的資本経営の高度化に向けた取り組み強化
・マテリアリティに沿った環境・社会課題、サステナビリティマネジメントの取り組み強化

　環境変化や想定される機会・リスクを的確に捉え、これらの諸課題に対処すべく、中期経営計画で
は「MUFGグループとの連携拡充により変革と再成長に挑む３年間」をテーマとし、３つの重点戦略
の取り組みに注力してまいります。

＜３つの重点戦略＞

① MUFGグループとの連携とM&Aによる成長戦略の加速
・MUFGグループの持つ顧客網を最大限活用し、新たな相互送客の枠組みを構築し、収益拡大を図ります。
・三菱UFJ銀行が展開するBaaSへの当社商品の追加や当社が有する加盟店へのBaaS展開など、新た

な分野での協業を推進します。
・M&Aを含む成長投資を通じて、国内ではクレジット事業における太陽光発電システムや蓄電池、

電気自動車などの脱炭素関連商材、賃貸住宅向けの家賃保証、銀行個人ローン保証の収益拡大を図
ります。また、海外では人口増加と経済発展が見込まれるASEAN地域を含む、新たな地域への進
出を検討し、利益拡大を図ります。
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対処すべき課題

② 「量から質」への転換による抜本的な事業構造改革の推進
・国内では、クレジット事業の選択と集中による営業推進体制の見直しや、営業関連業務の効率化に

向けた新たな営業支援ツールの導入など、事業構造改革を推進します。また、ペイメント事業では
収益性をより重視したクレジットカード戦略の転換や、事務センター効率化に向けた構造改革を推
進します。

・海外では、ベトナムやインドネシアの経営基盤の再構築に向けて、取扱商品の選択と集中や、新ス
コアリングシステムの構築による、良質債権の取扱高拡大と信用コスト圧縮を図ります。

・MUFGグループベースでのAIを活用した審査モデルの検討やセキュリティ対策の導入・強化による
業務効率化を図ります。

③ ALMの高度化による財務健全性の確保と資本効率の向上
・MUFGグループとのシナジーによる資金調達の多様化を検討し、財務基盤の強化を図ります。
・金融環境の変化に適応した、アセットコントロールの強化による財務健全性の確保及び資本効率の

向上を図ります。
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財産及び損益の状況の推移

第91期
（2022年3月期）

第92期
（2023年3月期）

第93期
（2024年3月期）

第94期
（当期）

（2025年3月期）
取扱高 （百万円） 5,273,264 5,641,393 5,853,833 5,701,077
営業収益 （百万円） 164,070 173,506 184,782 190,978
経常利益 （百万円） 26,786 31,769 33,060 25,765
親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円） 18,316 21,651 23,770 18,620
1株当たり当期純利益 （円） 528.97 624.60 685.13 536.11
総資産 （百万円） 3,215,006 3,575,732 3,777,595 3,806,786
純資産 （百万円） 192,217 210,605 238,440 255,809
1株当たり純資産 （円） 5,386.05 5,883.59 6,637.17 7,142.20

第91期
（2022年3月期）

第92期
（2023年3月期）

第93期
（2024年3月期）

第94期
（当期）

（2025年3月期）
取扱高 （百万円） 5,069,497 5,414,405 5,746,830 5,618,639
営業収益 （百万円） 138,276 143,425 155,129 161,167
経常利益 （百万円） 23,547 26,996 32,316 27,214
当期純利益 （百万円） 16,300 18,783 23,760 19,572
1株当たり当期純利益 （円） 470.75 541.88 684.84 563.50
総資産 （百万円） 3,118,872 3,452,035 3,643,991 3,676,945
純資産 （百万円） 183,092 196,776 220,898 236,150
1株当たり純資産 （円） 5,277.85 5,668.01 6,357.65 6,789.83

(6) 財産及び損益の状況の推移
① 企業集団の財産及び損益の状況の推移

(注) 1. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数（自己株式控除後）に基づき算出しております。
2. 当社は、金融機関等が保有する貸付金等の債務の保証に加え債権の回収を行う業務に係る保証残高を、信用保証割賦売掛金及び信用

保証買掛金として連結貸借対照表に計上しておりましたが、第92期（2023年３月期）より会計処理を変更し、連結貸借対照表に計
上せずに偶発債務として注記することに変更いたしました。当該会計方針の変更は遡及適用され、第91期（2022年３月期）につい
ても遡及適用後の総資産額となっております。

② 当社の財産及び損益の状況の推移

(注) 1. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数（自己株式控除後）に基づき算出しております。
2. 当社は、金融機関等が保有する貸付金等の債務の保証に加え債権の回収を行う業務に係る保証残高を、信用保証割賦売掛金及び信用

保証買掛金として貸借対照表に計上しておりましたが、第92期（2023年３月期）より会計処理を変更し、貸借対照表に計上せずに
偶発債務として注記することに変更いたしました。当該会計方針の変更は遡及適用され、第91期（2022年３月期）についても遡及
適用後の総資産額となっております。
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重要な子会社の状況

会社名 資本金 当社の議決権比率
（％） 主要な事業内容

ジャックス債権回収サービス
株式会社 500百万円 100 サービサー

ジャックス・トータル・サービス
株式会社 152百万円 100 保険代理店

ジャックスリース株式会社 625百万円 80 リース

JACCS International Vietnam
Finance Co.,Ltd.

9,000億
ドン 100 クレジット

PT JACCS MITRA PINASTHIKA 
MUSTIKA FINANCE INDONESIA

12,244億
ルピア 60 クレジット

JACCS MICROFINANCE
（CAMBODIA）PLC.

27百万
米ドル 100 クレジット

JACCS FINANCE PHILIPPINES 
CORPORATION

1,250百万
ペソ 65 クレジット

(7) 重要な子会社の状況（2025年３月31日現在）

(注)JACCS MICROFINANCE（CAMBODIA）PLC.の資本金は、2024年４月18日付で17百万米ドルから27百万米ドルと
なりました。
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主要な事業内容

(8) 主要な事業内容（2025年３月31日現在）
① クレジット事業
　消費者が当社の加盟店から商品の購入やサービスの提供を受け、分割払い等を希望する場合、当
社が信用調査を行い、承認した顧客に対して加盟店に利用代金を立替払いし、顧客から分割払い等
にて回収を行います。また、加盟店から保証申し込みがあった場合、当社が信用調査のうえ承認し
た顧客に対してその債務を保証し、顧客から分割払い等にて回収を行います。
② ペイメント事業
イ．カード
　消費者からカード申し込みを受け、当社が信用調査を行い、クレジットカードを発行します。
　カード会員が、クレジットカードを利用して、１回払い又は分割払い・リボルビング払いで商
品やサービスを購入すると、当社がカード会員に代わって代金を加盟店に立替払いし、カード会
員から約定に基づいて回収を行います。
　クレジットカードには、自社の「プロパーカード」と加盟店と提携して発行する「提携カー
ド」があり、ショッピング機能のほかにキャッシング機能が附帯されています。また、融資専用
の「ローンカード」があります。

ロ．家賃保証
　当社と提携している不動産管理会社等から賃貸借契約に基づく家賃保証の申し込みを受け、当
社が信用調査を行い、承認した顧客に対して不動産管理会社等に家賃等の立替払い及び保証し、
顧客から家賃等の回収を行います。

ハ．集金代行
　提携先が顧客から定期的にお支払いを受ける代金を、当社の口座振替ネットワークを利用して
集金を行います。

③ ファイナンス事業
イ．住宅ローン保証
　消費者が当社の提携先から購入する投資用マンション資金を提携金融機関から借り受けるにあ
たり、当社が信用調査を行い、承認した顧客に対して、その債務を保証するものです。

ロ．銀行個人ローン保証
　消費者が自動車や教育資金等を提携金融機関から借り受けるにあたり、当社が信用調査を行
い、承認した顧客に対して、その債務を保証するものです。

④ その他の事業
　リースや事業資金の融資を行っています。
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主要な営業所

ジャックスリース株式会社 本社（東京都品川区）
ジャックス債権回収サービス株式会社 本社（東京都品川区）
ジャックス・トータル・サービス株式会社 本社（東京都品川区）
JACCS International Vietnam Finance Co.,Ltd. ベトナム国　ホーチミン市
PT JACCS MITRA PINASTHIKA MUSTIKA 
FINANCE INDONESIA インドネシア共和国　ジャカルタ市

JACCS MICROFINANCE（CAMBODIA）PLC. カンボジア王国　プノンペン市
JACCS FINANCE PHILIPPINES CORPORATION フィリピン共和国　パシッグ市

(9) 主要な営業所（2025年３月31日現在）

① 当社
本　　店：北海道函館市若松町２番５号
本　　部：東京都渋谷区恵比寿４丁目１番18号
支　　店：57店（札幌、仙台、大宮、東京、横浜、名古屋、大阪、神戸、広島、福岡他）
・住宅支店：２店（東京、大阪）
・保証支店：８店（札幌、仙台、大宮、東京、名古屋、大阪、広島、福岡）
・クレジットオフィス：４店（札幌、仙台、名古屋、福岡）
・審査センター：３店（東京、東京オート、大阪）
・保証審査オフィス：２店（東京、岡山）
・住宅審査センター：２店（東京、大阪）
・コレクションセンター：４店（東京第１、東京第２、大阪第１、大阪第２）
・管理センター：２店（東京、住宅ローン）、コンタクトセンター
・カスタマーセンター：２店（東京、大阪）
・サポートセンター：２店（カードペイメント、住宅ローン）

② 子会社（連結子会社）
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従業員の状況、主要な借入先

事業区分 従業員数 前期末比増減
国内事業 2,816名   12名減
海外事業 2,702名 567名減
合　　計 5,518名 579名減

従業員数 前期末比増減
2,673名 22名減

(10) 従業員の状況（2025年３月31日現在）
① 企業集団の従業員数

(注) 従業員数が前期末と比べて579名減少しておりますが、その主な理由は、事業構造改革の一環でベトナム及びインドネシア
で展開する事業の一部中止により、人員体制の適正化を行ったものです。

② 当社の従業員数

(注) 従業員数には、当社への出向者３名を含んでおり、子会社等への出向者、嘱託、契約社員及び臨時雇員は含まれており
ません。

借入先 借入金残高（百万円）
株式会社三菱UFJ銀行 396,688
株式会社みずほ銀行 192,009
農林中央金庫 56,260
三井住友信託銀行株式会社 45,200
株式会社三井住友銀行 38,000
信金中央金庫 27,500
株式会社北洋銀行 22,000

(11) 主要な借入先（2025年３月31日現在）

(注) 借入金残高は単位未満を切り捨てて表示しております。
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(12) その他企業集団の現況に関する重要な事項
当社は、株式会社三菱UFJ銀行（以下「三菱UFJ銀行」）と資本業務提携に関する契約を締結

し、三菱UFJ銀行を割当予定先とする第三者割当による新株式の発行を行うことを2025年3月14日
開催の取締役会で決議しました。

資本業務提携契約の概要は次のとおりです。
① 資本提携
　当社は、第三者割当増資により三菱UFJ銀行に対し、当社普通株式9,980,831株（本第三者割当増
資後の持株比率37.72%）を割り当てます。
　本第三者割当増資の払込期間は、2025年４月１日から2025年６月30日の予定です。
 （国外の競争法に基づく関係当局の許認可を取得次第、速やかに払込される予定です。）

② 業務提携
　当社と三菱UFJ銀行は、両社及びMUFGグループの有する顧客基盤と金融ソリューション力を相互
に提供・活用したグループ協働を一層強化してまいります。
　具体的には、これまで共同事業として取り組んできた「ネットDEローン」のさらなる成長を進め
るとともに、当社のクレジット事業における強固な加盟店ネットワークから生じた個人のお客様の購
買ニーズに対し、MUFGグループの安定的な資金調達力も活用しながら円滑な資金供給を図ります。
また、「成長戦略」「効率化・DX推進」をはじめとする協業を検討し、グループ一体運営を加速し
てまいります。
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2
　

会社の株式に関する事項 （2025年３月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 78,910,000株
(2) 発行済株式の総数 35,079,161株（自己株式317,701株を含む)
(3) 株主数(前期末比20,970名増) 70,552名（自己株式1名を含む）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
株式会社三菱UFJ銀行 7,015 20.18
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,992 8.60
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 2,792 8.03
ジャックス共栄会 1,660 4.77
第一生命保険株式会社 1,359 3.91
明治安田生命保険相互会社 1,275 3.67
ジャックス職員持株会 931 2.67
日本生命保険相互会社 588 1.69
三菱UFJ信託銀行株式会社 564 1.62
DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 441 1.26

株式数 交付対象者
取締役（社外取締役を除く。） 7,400株 7名

(4) 大株主の状況

(注) 1. 持株比率は、自己株式（317,701株）を控除して計算しております。
2. 持株数及び持株比率は、単位未満を切り捨てて表示しております。

(5) 当事業年度中に当社役員に対して職務執行の対価として交付した株式の状況
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第92期
（2023年3月期）

第93期
（2024年3月期）

第94期
（2025年3月期）

銘柄数
上場 33 25 23
非上場 13 13 12
合計 46 38 35

貸借対照表
計上額

（百万円）

上場 20,043 29,048 33,157
非上場 574 565 384
合計 20,617 29,614 33,542

（ご参考）当社が保有する株式に関する事項
（1）株式の政策保有に関する方針

　当社は、取引先の関係維持・強化や取引円滑などに加え、当該取引先との中長期的な企業価値向
上に資するか否か、当社への影響の有無などを総合的に考慮し、保有の可否及び保有数を判断して
おります。保有後は、毎年取締役会で保有の適否の検証を評価基準に基づき行い、保有意義が希薄
化した銘柄に関しては、売却を進めております。

（2）純投資目的以外の目的で保有する株式の銘柄数及び貸借対照表計上額の合計額

20,617

29,614

第92期
（2023年3月期）

第93期
（2024年3月期）

33,542

第94期
（2025年3月期）

46 38 35

銘柄数
貸借対照表計上額

（百万円）
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3
　

会社役員に関する事項

氏名 地位及び担当 重要な兼職の状況

山　﨑　　　徹 取締役会長（代表取締役）
CEO

村　上　　　亮 取締役社長（代表取締役）
COO

齊　藤　隆　司 取締役専務執行役員
CFO

大　島　健　一 取締役専務執行役員
(信用管理部門管掌 兼 情報システム部門管掌)

小　林　一　郎 取締役常務執行役員
(リスク統括部門管掌 兼 コンプライアンス部門管掌)

末　弘　昭　仁 取締役常務執行役員
(経営企画担当 兼 国際事業部門管掌)

瀬　川　和　彦 取締役常務執行役員
(審査事務担当 兼 総務・人事部門管掌)

JACCS International Vietnam
Finance Co.,Ltd.
監査役会長

鈴　木　政　士 取締役 株式会社エイジス 社外取締役

岡　田　恭　子 取締役 大王製紙株式会社 社外監査役
日本電気株式会社 社外取締役

三　瓶　博　二 取締役

下　森　右　子 取締役 株式会社エル・ティー・エス 執行役員
株式会社アクシージア 社外取締役

(1) 取締役及び監査役の氏名等（2025年３月31日現在）
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氏名 地位及び担当 重要な兼職の状況
奥　本　泰　之 常勤監査役
阿　保　敬　吾 常勤監査役
小町谷　悠　介 監査役 弁護士法人小野総合法律事務所
小　野　英　樹 監査役 小野英樹公認会計士事務所

(注) 1. 取締役鈴木政士氏、岡田恭子氏、三瓶博二氏及び下森右子氏は、社外取締役であります。
2. 監査役小町谷悠介氏及び小野英樹氏は、社外監査役であります。
3. 取締役鈴木政士氏、岡田恭子氏、三瓶博二氏、下森右子氏及び監査役小町谷悠介氏、小野英樹氏につきましては、東京

証券取引所に対し、独立役員として届け出ております。
4. 社外監査役小野英樹氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する高い知見を有しております。
5. 法令に定める監査役の員数を欠くこととなる場合に備え、全社外監査役の補欠監査役として横田卓也氏が選任されてお

ります。

(2) 当事業年度中の取締役及び監査役の異動
① 就任

　2024年６月27日開催の第93期定時株主総会において取締役に山﨑徹氏、村上亮氏、齊藤隆司
氏、大島健一氏、小林一郎氏、末弘昭仁氏、鈴木政士氏、岡田恭子氏、三瓶博二氏、下森右子氏が
再選し、瀬川和彦氏が新たに選任され、それぞれ就任いたしました。
　また、2024年6月27日開催の第93期定時株主総会において、監査役に阿保敬吾氏、小野英樹氏
が新たに選任され、それぞれ就任いたしました。

② 退任
　2024年６月27日開催の第93期定時株主総会終結の時をもって取締役の外口利夫氏、太田修氏、
監査役の下河照和氏、村上眞治氏が任期満了により退任いたしました。

(3) 責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役及び各監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第
１項の賠償責任を限定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額となります。
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(4) 補償契約の内容の概要
　当社と取締役山﨑徹氏、村上亮氏、齊藤隆司氏、大島健一氏、小林一郎氏、末弘昭仁氏、瀬川
和彦氏、鈴木政士氏、岡田恭子氏、三瓶博二氏、下森右子氏及び監査役奥本泰之氏、阿保敬吾
氏、小町谷悠介氏、小野英樹氏は、会社法第430条の２第１項に規定する補償契約を締結してお
り、同項第１号の費用及び同項第２号の損失を法令の定める範囲内において当社が補償すること
としております。ただし、当該補償契約によって会社役員の職務の執行の適正性が損なわれない
ようにするため、悪意又は重過失がある場合には補償の対象としないこととしております。

(5) 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する、以下の内容を概要とする役員等賠償責任保険
契約を締結しております。当該保険契約は、2025年７月に更新の予定であります。

【保険契約の内容の概要】
① 被保険者の範囲
　 取締役及び監査役
② 被保険者の実質的な保険料負担割合
　 保険料は会社負担としており、被保険者の保険料負担はありません。
③ 補償の対象となる保険事故の概要
　 被保険者の業務の遂行に起因して損害賠償請求がなされたことによって被る損害（法律上

 の損害賠償金及び争訟費用）に補償されます。
④ 役員等の職務の執行の適正性が損なわれないための措置
　 被保険者の私的な利益供与や犯罪行為等による賠償責任に対しては、補償対象外の免責条項

が付されております。
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(6) 取締役及び監査役の報酬等
① 取締役及び監査役の報酬等に関する株主総会の決議に関する事項

　当社取締役の報酬額は、2021年６月25日開催の第90期定時株主総会において、年額６億円以内
（うち社外取締役は年額50百万円以内）と決議いただいており、報酬等の総額には、譲渡制限付株式
報酬制度及びパフォーマンス・シェア・ユニット（業績連動型株式報酬制度）を含める（社外取締役
は除く。）ものとしております。当該定時株主総会終結時点の取締役員数は12名（うち社外取締役４
名）となります。
　なお、2018年６月28日開催の定時株主総会において、譲渡制限付株式報酬制度における金銭報酬
の総額は年額１億26百万円以内、パフォーマンス・シェア・ユニット（業績連動型株式報酬制度）に
おける金銭報酬債権及び金銭の総額は72百万円以内と決議いただいております。
　監査役の報酬等の額は、2021年６月25日開催の第90期定時株主総会において、年額80百万円以
内と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の監査役員数は４名となります。

② 取締役の個人別報酬等の内容に係る決定方針
イ.  決定方針の決定方法

当社は、2021年２月３日開催の取締役会で取締役の個人別報酬等の内容の決定に関する方針を
決議しております。

ロ．決定方針の内容の概要
　・取締役（社外取締役除く。）の報酬

　当社の取締役の報酬は、基本報酬（現金報酬）と業績連動報酬（株式報酬）より構成されており
ます。基本報酬（現金報酬）は、役位に応じた基本額を定めております。業績連動報酬（株式報
酬）は、企業価値の持続的な向上を図るため、中長期的なインセンティブを付与するとともに、
株主との価値共有を進めることを目的として、譲渡制限付株式報酬制度及びパフォーマンス・シ
ェア・ユニット（業績連動型株式報酬制度）を導入しております。
譲渡制限付株式報酬制度は、単年度業績報酬として役位別に業績評価ランクを定め、株式を付与
しております。
パフォーマンス・シェア・ユニット（業績連動型株式報酬制度）は、中期経営計画の達成度に基
づき業績評価ランクを定め、中期経営計画終了後に株式及び金銭を交付いたします。
なお、2024年度を最終年度とする中期3カ年経営計画で対象となる業績指標は、当社が重要な
経営指標として掲げている連結営業収益、連結経常利益及びROEを選定しております。
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　・社外取締役の報酬
社外取締役の報酬は、基本報酬（現金報酬）のみで構成しております。

ハ．取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締役会が判断した理由
取締役の個人別の報酬等の内容の決定にあたっては、報酬諮問委員会が原案について決定方針と
の整合性を含め総合的に検討を行っており、取締役会はその答申内容を尊重し、当該内容が決定
方針に沿うものであると判断しております。

③ 取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
イ．委任を受けた者の氏名及び地位・担当

山﨑徹　　代表取締役会長（CEO）
村上亮　　代表取締役社長（COO）

ロ．委任された権限の内容及び権限を委任した理由
取締役の個人別の報酬額については、取締役の役位ごとに応じた基本報酬（現金報酬）の額及び
取締役の担当業務の評価を踏まえて決定しており、その具体的な内容については、2024年6月
27日開催の取締役会において委任を受けた代表取締役会長及び代表取締役社長が行っておりま
す。権限を委任した理由は、当社全体の業績を俯瞰しつつ各取締役の担当業務の評価を行うに
は、代表取締役会長及び代表取締役社長が最も適しているからであります。なお、委任を受けた
代表取締役会長及び代表取締役社長は、報酬諮問委員会の答申内容に従って決定しなければなら
ないものとしております。

④ 監査役報酬等の決定に関する事項
　監査役の報酬は、基本報酬（現金報酬）のみであり、監査役で協議のうえ決定しております。
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役員区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円）及び対象員数（名）

基本報酬 業績連動報酬
金銭報酬 非金銭報酬

現金報酬 パフォーマンス・
シェア・ユニット 譲渡制限付株式報酬 パフォーマンス・

シェア・ユニット
総額 対象員数 総額 対象員数 総額 対象員数 総額 対象員数

取締役（社外取締役を除く） 356 321 9 － － 34 7 － －
監査役（社外監査役を除く） 45 45 3 － － － － － －

社外役員
社外取締役 35 35 4 － － － － － －
社外監査役 17 17 3 － － － － － －

合計 455 420 19 － － 34 7 － －

⑤ 取締役及び監査役の報酬等の額

(注) 1. 記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
2. 上記には、2024年６月27開催の第93期定時株主総会終結の時をもって退任した取締役２名、監査役2名（うち社外監査

役１名）を含んでおります。
3. 業績連動報酬にかかる譲渡制限付株式報酬の評価基準は、中期経営計画「MOVE 70」で重要指標として掲げた連結営業

収益、連結経常利益、ROEを評価ポイントとして定めております。2024年度は、2024年３月期の業績評価に基づき評
価ランクを確定させ、2024年８月に対象者へ株式を付与いたしました。2024年３月期の実績は、連結営業収益1,847
億円、連結経常利益330億円、ROE10.9％となり、連結営業収益及びROEは達成したものの、連結経常利益は未達成と
なりました。
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地位 氏名 重要な兼職先及び地位 当社との関係

取締役 鈴　木　政　士 株式会社エイジス
社外取締役 特別な関係はありません。

取締役 岡　田　恭　子
大王製紙株式会社
社外監査役 特別な関係はありません。

日本電気株式会社
社外取締役 特別な関係はありません。

取締役 下　森　右　子
株式会社エル・ティー・エス
執行役員 特別な関係はありません。

株式会社アクシージア
社外取締役 特別な関係はありません。

監査役 小町谷　悠　介 弁護士法人小野総合法
律事務所 特別な関係はありません。

監査役 小　野　英　樹 小野英樹公認会計士事
務所 特別な関係はありません。

(7) 社外役員に関する事項
① 重要な兼職先と当社との関係

② 主要取引先等特定関係事業者との関係
　該当事項はありません。

－ 44 －



事業報告

2025/05/22 21:50:29 / 24178913_株式会社ジャックス_招集通知_電子提供措置用

会社役員に関する事項

地位 氏名 取締役会
出席状況

監査役会
出席状況 活動状況と役割

取締役

鈴　木　政　士 8/8回
(100%) ―

大手酒類メーカーでの豊富な経験と経営全般
に関する高い見識から、当社の海外事業や財
務戦略等に関する有益なご意見をいただいて
おります。また、取締役会において業務執行
の意思決定の妥当性・適正性を確保するため
の適切な役割を果たしております。

岡　田　恭　子 8/8回
(100%) ―

大手化粧品メーカーでの豊富な経験と知識に
より社員の働き方や多様性の確保等に関する
有益なご意見をいただいております。また、
取締役会において業務執行の意思決定の妥当
性・適正性を確保するための適切な役割を果
たしております。

三　瓶　博　二 8/8回
(100%) ―

損害保険業界での豊富な経験と経営全般に関
する高い見識から、営業戦略や経営戦略等に
関する有益なご意見をいただいております。
また、取締役会において業務執行の意思決定
の妥当性・適正性を確保するための適切な役
割を果たしております。

下　森　右　子 8/8回
(100%) ―

IT分野における豊富な知識と経験及び企業経
営経験者の立場から、デジタル技術、営業戦
略、経営戦略に関する有益なご意見をいただ
いております。また、取締役会において業務
執行の意思決定の妥当性・適正性を確保する
ための適切な役割を果たしております。

監査役

小町谷　悠　介 8/8回
(100%)

8/8回
(100%)

弁護士としての経験と専門知識から、業法対
応や内部統制等のリスクに関することや、当
社経営に対して客観的・中立的な立場で有益
なご意見をいただいております。

小　野　英　樹 7/7回
(100%)

7/7回
(100%)

公認会計士として、財務、内部統制、法改正
等のリスクに関することや、当社経営に対し
て客観的・中立的な立場で有益なご意見をい
ただいております。

③ 当事業年度における主な活動状況

(注) 1. 上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び当社定款第25条の規定に基づき取締役会決議があったものと
 みなす書面決議が１回行われました。

2. 小野英樹氏の取締役会及び監査役会出席回数は、2024年６月27日監査役就任以降の状況を記載しております。
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連結貸借対照表

(2025年３月31日現在) (単位：百万円)
科目 金額 科目 金額

資産の部
流動資産

現金及び預金
割賦売掛金
リース投資資産
前払費用
立替金
未収入金
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物及び構築物
減価償却累計額
建物及び構築物（純額）

土地
その他
減価償却累計額
その他（純額）

無形固定資産
ソフトウエア
その他
投資その他の資産
投資有価証券
固定化営業債権
長期前払費用
繰延税金資産
差入保証金
退職給付に係る資産
その他
貸倒引当金　

3,701,379
174,712

3,341,923
110,269

6,664
26,466
31,954
41,735

△32,347
105,406
22,955
9,953

△6,983
2,969

14,828
13,043
△7,886
5,157
24,981
24,963

18
57,469
33,542

184
4,110
2,221
1,315

12,461
3,754
△120　

負債の部
流動負債 1,949,545

支払手形及び買掛金 221,268
短期借入金 341,508
１年内償還予定の社債 74,187
１年内返済予定の長期借入金 219,745
１年内返済予定の債権流動化借入金 314,782
コマーシャル・ペーパー 402,500
未払金 3,941
未払費用 3,172
未払法人税等 5,462
預り金 79,439
前受収益 1,359
賞与引当金 3,021
ポイント引当金 2,719
債務保証損失引当金 1,110
割賦利益繰延 249,785
その他 25,541

固定負債 1,601,431
社債 164,592
長期借入金 807,835
債権流動化借入金 621,107
繰延税金負債 3,925
利息返還損失引当金 616
退職給付に係る負債 92
長期預り保証金 1,444
その他 1,817

負債合計 3,550,976
純資産の部
株主資本 221,450
資本金 16,138
資本剰余金 30,642
利益剰余金 175,396
自己株式 △727
その他の包括利益累計額 26,823
その他有価証券評価差額金 19,800
繰延ヘッジ損益 30
為替換算調整勘定 4,066
退職給付に係る調整累計額 2,925
新株予約権 126
非支配株主持分 7,409
純資産合計 255,809

資産合計 3,806,786 負債純資産合計 3,806,786

連結貸借対照表
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連結損益計算書

(2024年４月１日から2025年３月31日まで) (単位：百万円)
科目 金額

営業収益
事業収益 188,847
金融収益
受取利息 140
受取配当金 700
その他の金融収益 1,289 2,131
営業収益合計 190,978

営業費用
販売費及び一般管理費 140,201
金融費用
借入金利息 21,315
コマーシャル・ペーパー利息 1,345
その他の金融費用 2,383 25,044
営業費用合計 165,246

営業利益 25,732
営業外収益

雑収入 45 45
営業外費用

雑損失 12 12
経常利益 25,765
特別利益

投資有価証券売却益 1,090 1,090
特別損失

固定資産除却損 128
投資有価証券売却損 2
70周年記念行事費用 269 399

税金等調整前当期純利益 26,455
法人税、住民税及び事業税 10,395
法人税等調整額 △1,752 8,642
当期純利益 17,813
非支配株主に帰属する当期純損失 △807
親会社株主に帰属する当期純利益 18,620

連結損益計算書
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貸借対照表

(2025年３月31日現在) (単位：百万円)
科目 金額 科目 金額

資産の部
流動資産

現金及び預金
割賦売掛金
前払費用
関係会社短期貸付金
立替金
未収入金
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物及び構築物
減価償却累計額
建物及び構築物（純額）

工具、器具及び備品
減価償却累計額
工具、器具及び備品（純額）

土地
その他
減価償却累計額
その他（純額）

無形固定資産
ソフトウエア
その他
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
関係会社出資金
従業員に対する長期貸付金
関係会社長期貸付金
固定化営業債権
長期前払費用
差入保証金
前払年金費用
その他
貸倒引当金　

3,439,075
157,166

3,197,190
1,718

29,398
26,406
31,579
18,192

△22,576
237,869
18,135
9,140

△6,376
2,763
2,556

△2,297
258

14,828
581

△296
284

23,293
23,276

16
196,440
33,542
16,692
4,289

31
130,134

184
205

1,129
8,182
2,168
△120 　

負債の部
流動負債 1,866,696

支払手形 150,781
買掛金 67,069
短期借入金 303,563
１年内償還予定の社債 65,000
１年内返済予定の長期借入金 199,393
１年内返済予定の債権流動化借入金 314,782
コマーシャル・ペーパー 402,500
未払金 3,742
未払費用 2,168
未払法人税等 5,120
預り金 79,158
前受収益 843
賞与引当金 2,855
ポイント引当金 2,719
債務保証損失引当金 1,110
割賦利益繰延 240,966
その他 24,919

固定負債 1,574,098
社債 159,000
長期借入金 788,853
債権流動化借入金 621,107
繰延税金負債 2,577
利息返還損失引当金 616
長期預り保証金 1,444
その他 499

負債合計 3,440,794
純資産の部
株主資本 216,101
資本金 16,138
資本剰余金 30,538
資本準備金 30,468
その他資本剰余金 69
利益剰余金 170,152
利益準備金 2,572
その他利益剰余金
別途積立金 43,229
繰越利益剰余金 124,350

自己株式 △727
評価・換算差額等 19,922
その他有価証券評価差額金 19,800
繰延ヘッジ損益 122
新株予約権 126
純資産合計 236,150

資産合計 3,676,945 負債純資産合計 3,676,945

貸借対照表
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損益計算書

(2024年４月１日から2025年３月31日まで) (単位：百万円)
科目 金額

営業収益
事業収益 157,289
金融収益
受取利息 1,623
受取配当金 1,188
その他の金融収益 1,066 3,878
営業収益合計 161,167

営業費用
販売費及び一般管理費 116,041
金融費用
借入金利息 14,443
コマーシャル・ペーパー利息 1,345
その他の金融費用 2,144 17,932
営業費用合計 133,974

営業利益 27,193
営業外収益

雑収入 34 34
営業外費用

雑損失 12 12
経常利益 27,214
特別利益

投資有価証券売却益 1,090 1,090
特別損失

固定資産除却損 85
投資有価証券売却損 2
70周年記念行事費用 269 357

税引前当期純利益 27,948
法人税、住民税及び事業税 9,702
法人税等調整額 △1,326 8,375
当期純利益 19,572

損益計算書
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 貞 廣 篤 典
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 関 　 賢 二

独立監査人の監査報告書
2025年５月12日

株式会社ジャックス
取締役会　御中

有限責任あずさ監査法人
東京事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ジャックスの2024年４月1日から2025年３月
31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算
書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、株式会社ジャックス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況
を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に
おける当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我
が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその
他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す
ることにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取
締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその
他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の
記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ
と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにあ
る。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を
報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し
適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であ
るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結
計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門
家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手
続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ
適切な監査証拠を入手する。
・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リス
ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性
及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に
基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかど
うか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類
の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連
結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手
した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい
るかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎
となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠
を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及
び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部
統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を
行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセ
ーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以　上
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指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 貞 廣 篤 典
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 関 　 賢 二

独立監査人の監査報告書
2025年５月12日

株式会社ジャックス
取締役会　御中

有限責任あずさ監査法人
東京事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ジャックスの2024年４月1日から2025
年３月31日までの第94期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個
別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に
おける当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が
国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任
を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す
ることにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取
締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他
の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記
載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、ま
た、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を
報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

会計監査人の監査報告書　謄本
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるか
どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽
表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を
表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類
等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門
家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手
続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分か
つ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性
及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基
づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかど
うか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等
の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計
算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手
した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している
かどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎とな
る取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部
統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を
行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセ
ーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 53 －



2025/05/22 21:50:29 / 24178913_株式会社ジャックス_招集通知_電子提供措置用

監査役会の監査報告書

監査報告書

当監査役会は、2024年４月１日から2025年３月31日までの第94期事業年度における取締役の職務の執行に関
して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたしま
す。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　(1)監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受ける

ほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。

　(2)各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部
監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに以下の方法
で監査を実施いたしました。

　　①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必
要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を
調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図
り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

　　②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他
株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則
第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備され
ている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期
的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

　　③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計
監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人か
ら「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）
を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じ
て説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、
株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

監査役会の監査報告書　謄本
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2. 監査の結果
(1)事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関
する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2)連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3)計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

常勤監査役 奥　本　泰　之 ㊞
常勤監査役 阿　保　敬　吾 ㊞
社外監査役 小町谷　悠　介 ㊞
社外監査役 小　野　英　樹 ㊞

2025年５月15日

株式会社ジャックス　監査役会

以　上

以　上
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地図

日 時 2025年6月26日（木曜日）午前10時
(受付開始：午前9時)

会 場 函館国際ホテル 2階「鳳凰」
北海道函館市大手町５番10号　0138-23-5151

交通のご案内
●JR函館駅より徒歩7分　●函館空港より直行バスにて25分
●七重浜フェリーターミナルより車で10分
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